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ヴァイマル共和国の崩壊とドイツ共産党
斎　藤 哲
　ヴァイマル共和国の崩壊を扱う歴史研究は，絶えず，
崩壊に責任を負うのはだれか，ナチス独裁に道を開い
たのはだれか，労働者階級ないしは労働者政党や労働
組合はナチスの政権掌握を阻止できたのではないか，
等々の問いを突きつけられてきた。一見して明らかな
通り，これらの問いはヴァイマル共和国の崩壊とナチ
ズムの権力掌握とについての政治的，道徳的な評価と
密接に関連している。ヴァイマル共和国の後にきたナ
チズムが歴史にもたらした厄災の大きさを考えるなら
ば，このことは確かに当然のことといえよう。また，
こうした問いに関連して，激しい対立関係にあった2
つの労働者政党，社会民主党と共産党は，様々な立場
からではあるが，ともに激しい非難を浴びせかけられ
てきた。今このことを共産党について簡単に述べてお
こう。
　統一ドイッ形成以前の西ドイッにおいては，1970年
代半ば以降現れてきた社会史的な研究を別とすれば，
共産党の極左路線，その反共和国姿勢が労働者勢力の
統一を妨げたことが強調され，またそのことがヒトラー
の政権掌握を容易にしたということが言われてきた
（1）。こうした議論のうちでもっとも最近のものをあげ
るとすれば，一ドイツ成立以降の研究であるが一32
年11月のベルリン交通ストを取り上げたK．R．レール
による研究があるだろう②。ナチズムと共産党との協
力関係がヴァイマル共和国の崩壊をもたらしたとする
彼の議論は，現在の研究水準から見て，とても学問的
議論の対象となるものではないとはいえ，西ドイッに
おける共産党研究の一つのあり方を示してはいる。要
するに，共産党はナチスの政権掌握になにがしかの責
任を負うということが，議論の眼目である。
　これに対してかつての東ドイツでは，労働者の社会
的権利を擁護する戦い，民主主義を守るための戦い，
ファシズムに反対する戦いにおいて共産党の果たした
役割が強調され，それらが十分な成果を上げることの
できなかった原因として，社会民主党の強い反共産党
姿勢が非難されてきた。ここでは共産党は民主的，反
ファシズム的，社会主義的な社会主義統一党と，それ
が支配する民主共和国の直接の源として正当化されて
きた（3）。このように東西ドイツいずれにおいても，ヴァ
イマル共和国の崩壊とナチスによる権力掌握に関する
責任追及という視点が，労働者勢力の運動を研究する
際には色濃く現れていたのである。要するに，「1933
年の労働運動の敗北とファシズムによるその破壊に照
らした場合，ヴァイマル期の共産党（と社会民主党）
が果たした役割とその政策は，絶えず学問的論争の対
象とならざるを得ないばかりか，その論争は政治的価
値判断から自由ではあり得ないのである。」（4）。
　だがそこでは，かつてH・グレービングが指摘した
ように，「当時，自己の固有の法則に従って行為して
いた行為者を，その固有の前提から内在的に理解しよ
うとする」姿勢に欠けるところがあることは否定でき
ない（5）。そうであるならば，ヴァイマル末期の労働運
動，とりわけ共産党についての研究が政治的，道徳的
評価に陥るのを避けるためには，共産党の運動につい
ての研究を，ナチスによる政権掌握以降の事態につい
ての評価と結びつけるやり方で行うことを避けなけれ
ばならないだろう。ナチズムの下での厄災の大いさに
関する知識は，ヴァイマル末期にその中で当事者たち
が決定を下さなければならなかった具体的な状況に対
する眼を容易に曇らせてしまいかねないのである。
　必要なことは，党の政策体系の全体（＝いわゆる総
路線）と全体状況の関係，総路線に基づく個別的方策
及び行動とそれを規定する個々の特殊な状況との関係
を考慮しながら，ヴァイマル時代末期の共産党にはど
のような行動可能性が開かれていたのかを明らかにす
ることである（6）。
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